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若年成人女性における踵骨超音波骨量とライフスタイルの関係

特に出産経験との関連について
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目的　健常若年成人女性における踵骨骨量とライフスタイルとの関連を出産経験および出産後月

数別に明らかにすることを目的とした。

方法　骨粗鬆症予防検診を受診した2O-39歳の健常地域住民女性457人を出産経験および出産後年

数により出産経験なし群，出産後12～35ヵ月群，出産後36ヵ月以上群の3群に分け，断面的

研究を行った。右踵骨骨塩量を低周波超音波法により測定し，骨量指標としてStiffness in-

dexを用いた。出産・授乳状況，過去および現在の運動や食品摂取頻度を含む日常生活習慣

に関する情報はアンケートにより得た。栄養素摂取量を評価するため，2日間食事記録調査

を，また身体活動の指標として7日間歩行記録も併せて実施した。

成績　1)　対象者全体でStiffnessと有意な相関が認められたのは，出産経験の有無，初経年齢，

現在運動習慣および乳製品摂取頻度であった。

2)　出産経験なし群では，現在運動習慣を有する者では有意にStiffnessが高値であった。

また過去の運動習慣，現在の牛乳摂取頻度およびカルシウム摂取量とも有意ではないが

効果的に関連していた。

3)　出産後12～35ヵ月群では，過去および現在の身体活動とStiffnessとの間に関連は認め

られなかったが，現在の牛乳摂取頻度の高い者およびカルシウム摂取量の多い者では

Stiffnessは有意に高値であった。また，過去の牛乳摂取習慣および現在の乳製品摂取頻

度も有意ではないが効果的に関連していた。

4)　出産後36ヵ月以上群では，現在の運動習慣を有する者でStiffnessは有意に高値であ
り，カルシウム摂取量が少ない者で低値傾向であった。

結論　出産経験および出産後月数により，ライフスタイルの骨量に対する影響が異なることが示

された。
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